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人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
家
族

や
地
域
の
あ
り
様
の
変
化
に
よ
る
相
互
扶
助

機
能
の
脆
弱
化
に
よ
り
、
地
域
生
活
課
題
は

多
様
化
・
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
県
内
に
お
い
て
も
、
病

気
や
障
害
、
失
業
、
経
済
的
困
窮
、
社
会
的

孤
立
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
食
べ
る
こ
と
や

住
ま
う
こ
と
、
医
療
を
受
け
る
こ
と
、
健
や

か
に
育
つ
こ
と
、
そ
し
て
生
き
る
こ
と
が
難

し
く
な
る
状
況
に
あ
る
人
が
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
国
に
お
い
て
は
地
域
共

生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
様
々
な
施
策
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域
共
生
社
会
施
策
で

は
、
制
度
・
分
野
ご
と
の
『
縦
割
り
』
や

「
支
え
手
」、
「
受
け
手
」
と
い
う
関
係
を

超
え
て
、
地
域
住
民
や
地
域
の
多
様
な
主
体

が
参
画
し
、
人
と
人
、
人
と
資
源
が
世
代
や

分
野
を
超
え
て
つ
な
が
る
こ
と
で
、
住
民
一

人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
と
生
き
が
い
を
、
地
域

を
と
も
に
創
っ
て
い
く
社
会
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
香
川
県
に
お
い
て
は
、
複
雑
化
・
多
様
化

す
る
地
域
生
活
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

県
内
の
社
会
福
祉
協
議
会
や
参
画
し
て
い
る

社
会
福
祉
法
人
施
設
、
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
と
連
携
し
、
平
成
27
年
度
か
ら
「
香

川
お
も
い
や
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
や

団
体
が
持
つ
機
能
を
活
か
し
、
地
域
の
あ
ら

ゆ
る
福
祉
課
題
・
生
活
課
題
を
受
け
止
め
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、
つ
な
ぎ
、
つ
な

が
り
、
地
域
で
課
題
を
解
決
す
る
仕
組
み
を

つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
当
事
業
で
は
、
現
物
給
付
に
よ
る
緊
急
的

な
生
活
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
個
別
の
支

援
か
ら
見
え
て
き
た
地
域
の
課
題
を
解
決
す

る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
各
市
町
に
お
い
て
は
市
町
社
協
が

中
心
と
な
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
等
を
開

催
し
意
見
交
換
を
行
う
な
か
で
、
居
場
所
づ

く
り
や
移
動
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
、
社
会

資
源
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
状
況
に
応
じ
た
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
全
体
で
は
、
「
入
居
債
務
保
証
支

援
モ
デ
ル
事
業
」
の
実
施
に
よ
り
、
個
別
の

事
例
か
ら
見
え
て
き
た
課
題
で
あ
る
「
保
証

機
能
」、「
居
住
支
援
」
へ
の
対
応
も
進
め
て

い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、「
つ
な
が
り
づ
く

り
」
に
向
け
た
取
組
が
進
め
に
く
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
よ
り
深
刻

化
し
た
地
域
生
活
課
題
に
向
け
て
本
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
と
し
て
ど
の
よ
う
な
取
組
が
必

要
か
、
検
討
が
必
要
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。

・
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

　
平
成
20
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、

日
本
経
済
の
不
景
気
や
雇
用
形
態
の
変
化
に

伴
い
、
生
活
困
窮
の
状
況
に
陥
っ
て
い
る
人

を
支
え
る
第
2
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し

て
、
平
成
27
年
に
開
始
さ
れ
た
国
の
制
度
で

す
。
各
市
町
で
は
、
対
象
者
を
限
定
せ
ず
、

あ
ら
ゆ
る
相
談
を
包
括
的
に
受
け
止
め
る
自

立
相
談
支
援
事
業
を
必
須
事
業
と
し
て
就
労

支
援
や
家
計
改
善
支
援
、
学
習
支
援
等
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
県
社
協
は
各
町
社
協
と
連

携
し
、
本
事
業
を
実
施
し
て
ま
す
。

・
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
等
権
利
擁
護
事
業

　
平
成
12
年
度
に
介
護
保
険
制
度
が
導
入
さ

れ
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
措
置
か
ら
契
約
へ
と

移
行
す
る
中
で
、
自
身
が
契
約
を
す
る
こ
と

が
困
難
な
方
等
に
対
し
て
、
利
用
者
の
利
益

を
守
る
た
め
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
判
断
能

力
が
不
十
分
な
高
齢
者
や
知
的
障
害
、
精
神

障
害
の
方
等
が
そ
の
人
に
必
要
な
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
が
適
正
に
で
き
る
よ
う
支
援
し
、

ま
た
、
日
常
的
な
手
続
き
や
金
銭
管
理
等
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
人
の
判
断
能
力
が
さ
ら
に
低
下

し
た
場
合
は
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用
が
必

要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
成
年
後
見
制

度
は
、
本
人
の
権
利
を
守
る
た
め
に
家
庭
裁

判
所
が
成
年
後
見
人
等
を
選
任
す
る
「
法
定

後
見
」
と
、
本
人
が
判
断
能
力
の
あ
る
う
ち

に
、
あ
ら
か
じ
め
任
意
後
見
人
と
な
る
人
を

選
ん
で
お
く
「
任
意
後
見
」
と
の
２
種
類
が

あ
り
ま
す
。

　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
、
日
常
生
活

自
立
支
援
事
業
と
も
に
、
県
内
17
市
町
社
協

全
て
実
施
し
て
お
り
、
法
定
後
見
に
つ
い
て

も
、
全
て
の
市
町
社
協
で
成
年
後
見
人
等
を

受
任
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
に
成
年
後
見
制
度
の
利
用
の

促
進
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、「
成
年
後
見

制
度
利
用
促
進
法
」
と
い
う
。）
が
制
定
さ

れ
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
国
の
基
本
計
画
が

示
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
4
年
3
月
に
は
、

「
第
二
期
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計

画
」
が
策
定
さ
れ
、
単
に
制
度
の
利
用
者
を

増
や
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
で
は
な
く
、
尊

厳
の
あ
る
本
人
ら
し
い
生
活
の
継
続
、
地
域

社
会
へ
の
参
加
を
図
る
権
利
擁
護
支
援
の
推

進
を
目
指
し
て
、
本
人
を
中
心
と
し
た
権
利

擁
護
支
援
や
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一

層
の
充
実
、
担
い
手
の
確
保
・
育
成
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
県
で
は
、
権
利
擁
護
支
援
の
推
進
を
目

的
と
し
て
、
権
利
擁
護
に
関
わ
る
団
体
間
の

連
携
を
図
る
た
め
に
「
か
が
わ
後
見
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
（
任
意
団
体
）
を
組
織
し
て
お
り
、

県
域
で
の
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
、
県
内
市
町
の
権
利
擁
護
体
制
の
構
築
に

向
け
た
後
方
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
生
活
課
題
の
よ
り
一
層
の
複
雑
・
多

様
化
、
担
い
手
不
足
が
見
込
ま
れ
る
中
、
私

達
一
人
ひ
と
り
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
様
々
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
次
ペ
ー
ジ
以
降
で
は
、
包
括
的
支
援
体
制

の
整
備
に
向
け
て
、
当
協
議
会
と
し
て
の

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」、

「
災
害
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
構
築
に
向
け

た
取
組
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

地
域
共
生
社
会
施
策
が

進
め
ら
れ
る
背
景

1

県
内
に
お
け
る

こ
れ
ま
で
の
取
組

2

包
括
的
な
支
援
体
制
の

整
備
に
向
け
た
取
組

3生
活
を
支
え
る
相
談
支
援
の
仕
組
み

今
後
に
向
け
て

地
域
の
権
利
擁
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
に
向
け
た
取
組

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
県
社
協
の
取
組

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
県
社
協
の
取
組

～多様なネットワークの構築、連携、協働～

居住支援
ネットワーク

身元保証
住居、医療、施設、
就職等　　　　　　

成年後見制度
利用促進

再犯の防止等の推進
福祉的支援を必要とする
方の社会復帰支援　　　

・生活支援体制整備事業
・福祉（専門職）の
　人材育成・確保、連携
・地域の担い手の養成
　（後見支援員等）

・子ども・子育て支援、
　食を通じた地域の居場所づくり
　　子どもの未来応援ネットワーク事業、
　　フードバンク活動

・災害福祉支援ネットワーク
　構築事業（経営協との協働）
・災害時の福祉支援体制整の整備
　（国のガイドライン）

新たな
住宅セーフティネット制度
（居住支援法人の指定）

香川県おもいやりネットワーク事業が目指すネットワーク

地域の権利擁護
ネットワーク

人材確保の
ネットワーク

プラットフォーム機能
ネットワーク機能

香川おもいやり
ネットワーク

子ども・子育て支援
ネットワーク

災害支援
ネットワーク

就労支援
ネットワーク

地域共生社会の
実現に向けた取組み
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検
討
が
必
要
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。

・
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

　
平
成
20
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、

日
本
経
済
の
不
景
気
や
雇
用
形
態
の
変
化
に

伴
い
、
生
活
困
窮
の
状
況
に
陥
っ
て
い
る
人

を
支
え
る
第
2
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し

て
、
平
成
27
年
に
開
始
さ
れ
た
国
の
制
度
で

す
。
各
市
町
で
は
、
対
象
者
を
限
定
せ
ず
、

あ
ら
ゆ
る
相
談
を
包
括
的
に
受
け
止
め
る
自

立
相
談
支
援
事
業
を
必
須
事
業
と
し
て
就
労

支
援
や
家
計
改
善
支
援
、
学
習
支
援
等
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
県
社
協
は
各
町
社
協
と
連

携
し
、
本
事
業
を
実
施
し
て
ま
す
。

・
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
等
権
利
擁
護
事
業

　
平
成
12
年
度
に
介
護
保
険
制
度
が
導
入
さ

れ
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
措
置
か
ら
契
約
へ
と

移
行
す
る
中
で
、
自
身
が
契
約
を
す
る
こ
と

が
困
難
な
方
等
に
対
し
て
、
利
用
者
の
利
益

を
守
る
た
め
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
判
断
能

力
が
不
十
分
な
高
齢
者
や
知
的
障
害
、
精
神

障
害
の
方
等
が
そ
の
人
に
必
要
な
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
が
適
正
に
で
き
る
よ
う
支
援
し
、

ま
た
、
日
常
的
な
手
続
き
や
金
銭
管
理
等
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
人
の
判
断
能
力
が
さ
ら
に
低
下

し
た
場
合
は
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用
が
必

要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
成
年
後
見
制

度
は
、
本
人
の
権
利
を
守
る
た
め
に
家
庭
裁

判
所
が
成
年
後
見
人
等
を
選
任
す
る
「
法
定

後
見
」
と
、
本
人
が
判
断
能
力
の
あ
る
う
ち

に
、
あ
ら
か
じ
め
任
意
後
見
人
と
な
る
人
を

選
ん
で
お
く
「
任
意
後
見
」
と
の
２
種
類
が

あ
り
ま
す
。

　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
、
日
常
生
活

自
立
支
援
事
業
と
も
に
、
県
内
17
市
町
社
協

全
て
実
施
し
て
お
り
、
法
定
後
見
に
つ
い
て

も
、
全
て
の
市
町
社
協
で
成
年
後
見
人
等
を

受
任
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
に
成
年
後
見
制
度
の
利
用
の

促
進
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、「
成
年
後
見

制
度
利
用
促
進
法
」
と
い
う
。）
が
制
定
さ

れ
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
国
の
基
本
計
画
が

示
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
4
年
3
月
に
は
、

「
第
二
期
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計

画
」
が
策
定
さ
れ
、
単
に
制
度
の
利
用
者
を

増
や
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
で
は
な
く
、
尊

厳
の
あ
る
本
人
ら
し
い
生
活
の
継
続
、
地
域

社
会
へ
の
参
加
を
図
る
権
利
擁
護
支
援
の
推

進
を
目
指
し
て
、
本
人
を
中
心
と
し
た
権
利

擁
護
支
援
や
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一

層
の
充
実
、
担
い
手
の
確
保
・
育
成
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
県
で
は
、
権
利
擁
護
支
援
の
推
進
を
目

的
と
し
て
、
権
利
擁
護
に
関
わ
る
団
体
間
の

連
携
を
図
る
た
め
に
「
か
が
わ
後
見
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
（
任
意
団
体
）
を
組
織
し
て
お
り
、

県
域
で
の
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
、
県
内
市
町
の
権
利
擁
護
体
制
の
構
築
に

向
け
た
後
方
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
生
活
課
題
の
よ
り
一
層
の
複
雑
・
多

様
化
、
担
い
手
不
足
が
見
込
ま
れ
る
中
、
私

達
一
人
ひ
と
り
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
様
々
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
次
ペ
ー
ジ
以
降
で
は
、
包
括
的
支
援
体
制

の
整
備
に
向
け
て
、
当
協
議
会
と
し
て
の

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」、

「
災
害
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
構
築
に
向
け

た
取
組
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

地
域
共
生
社
会
施
策
が

進
め
ら
れ
る
背
景

1

県
内
に
お
け
る

こ
れ
ま
で
の
取
組

2

包
括
的
な
支
援
体
制
の

整
備
に
向
け
た
取
組

3生
活
を
支
え
る
相
談
支
援
の
仕
組
み

今
後
に
向
け
て

地
域
の
権
利
擁
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
に
向
け
た
取
組

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
県
社
協
の
取
組

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
県
社
協
の
取
組

～多様なネットワークの構築、連携、協働～

居住支援
ネットワーク

身元保証
住居、医療、施設、
就職等　　　　　　

成年後見制度
利用促進

再犯の防止等の推進
福祉的支援を必要とする
方の社会復帰支援　　　

・生活支援体制整備事業
・福祉（専門職）の
　人材育成・確保、連携
・地域の担い手の養成
　（後見支援員等）

・子ども・子育て支援、
　食を通じた地域の居場所づくり
　　子どもの未来応援ネットワーク事業、
　　フードバンク活動

・災害福祉支援ネットワーク
　構築事業（経営協との協働）
・災害時の福祉支援体制整の整備
　（国のガイドライン）

新たな
住宅セーフティネット制度
（居住支援法人の指定）

香川県おもいやりネットワーク事業が目指すネットワーク

地域の権利擁護
ネットワーク

人材確保の
ネットワーク

プラットフォーム機能
ネットワーク機能

香川おもいやり
ネットワーク

子ども・子育て支援
ネットワーク

災害支援
ネットワーク

就労支援
ネットワーク

地域共生社会の
実現に向けた取組み
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　香川県社会福祉協議会では、災害を切り口に各市町で包括的支援体制整備が進められるように、後方支援をして
います。今年度は組織体制の強化と人材育成を進めており、研修会の開催や地域担当が市町社協に関わっています。
　組織体制の強化については、各市町社協を対象に事業継続計画策定研修を開催し、その後、５つの市を対象に計
画策定支援を進めています。災害時の対応を考えることで、組織体制について見直したり、平時の地域活動や地域
住民への関わりを考えることができ、組織体制の強化に繋がっています。
　また、人材育成については、社協職員や災害ボランティアセンター運営に協力していただける関係団体、地域住
民を対象とした災害ボランティアセンター運営について学ぶ階層別研修の開催を予定しており、災害時にも協働で
きる人材育成を目標にしています。
　県社協では、災害対応を切り口に社協の組織体制強化や人材育成を進めることで、包括的支援体制の整備を進め
ています。

　香
川
県
子
ど
も
の
未
来
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
で
は
、
県
内
の
子
ど
も
に
関
わ
る
多

様
な
方
々
（
子
ど
も
の
居
場
所
、
市
町
社
会

福
祉
協
議
会
、
高
松
信
用
金
庫
、
香
川
大
学

学
生
、
県
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
・

文
化
財
課
、
県
子
ど
も
政
策
課
）
と
一
緒
に
、

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
お
金
の
使
い
方
を

考
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
ゲ
ー

ム
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
の
お
金
に
対
す
る
価
値
観
や
使
い

方
な
ど
、
ふ
だ
ん
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

話
し
合
う
中
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
電

子
マ
ネ
ー
等
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が
普

及
し
た
こ
と
で
「
お
金
を
使
う
実
感
が
わ
き

に
く
く
な
っ
て
い
る
。」「
使
え
る
お
金
に
は

限
り
が
あ
る
と
い
う
感
覚
が
持
ち
に
く

い
。」
「
そ
も
そ
も
、
お
金
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
が
少
な
い
。」
と
い
う
意
見
が
出
て

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
子
ど
も
た
ち
が
お
金

の
こ
と
を
考
え
る
機
会
を
、
家
庭
や
学
校
だ

け
で
は
な
く
、
地
域
の
中
で
も
っ
と
も
っ
と

増
や
そ
う
と
い
う
思
い
か
ら
、
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
子
ど
も
た
ち
は

社
会
人
１
年
目
の
設
定
で
、
計
画
的
な
生
活

費
の
使
い
方
を
考
え
た
り
、
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム

を
通
し
て
１
か
月
の
生
活
費
の
や
り
く
り
を

体
験
し
た
り
し
ま
す
。
カ
ー
ド
に
書
か
れ
た

選
択
肢
か
ら
、
自
分
で
お
金
の
使
い
方
を
決

定
し
、
必
要
な
お
金
を
支
払
い
ま
す
。
は
た

し
て
、
生
活
費
は
足
り
る
の
で
し
ょ
う
か
?!

ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
楽
し
く
学
べ

る
、
ゲ
ー
ム
感
覚
の
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。

　
お
金
の
使
い
方
を
考
え
る
こ
と
を
通
し
て
、

自
分
は
何
を
大
切
に
し
、
ど
ん
な
生
活
を
送

り
た
い
の
か
を
、
子
ど
も
自
身
が
考
え
決
定

す
る
機
会
を
つ
く
る
こ
と
も
、
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
ね
ら
い
の
１
つ
で
す
。
ま
た
、
お
金

の
使
い
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
こ
と
か
ら
、

社
会
に
は
多
様
な
価
値
観
が
あ
る
こ
と
に
も

気
づ
け
ま
す
。

　
令
和
４
年
８
月
９
日
　
三
豊
市
で
実
施
さ

れ
て
い
る
「
こ
ど
も
寺
子
屋
」（
み
の
元
気

塾
主
催
）
の
中
で
、
三
豊
市
社
会
福
祉
協
議

会
が
講
師
と
な
り
、
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
ゲ
ー
ム

を
使
用
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
小
・
中
学
生
が
参
加
し
、
カ
ー
ド

ゲ
ー
ム
等
を
通
し
て
、
優
先
順
位
を
つ
け
た

り
、
先
々
の
こ
と
を
考
え
て
お
金
を
使
う
な

ど
、
お
金
を
つ
か
う
時
に
大
切
に
し
た
い
こ

と
を
考
え
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
使
用
す
る
カ
ー
ド
や
模
擬

紙
幣
な
ど
を
セ
ッ
ト
に
し
て
、
貸
し
出
し
て

い
ま
す
。
模
擬
紙
幣
は
、
な
ん
と
実
際
に
全

国
の
信
用
金
庫
で
練
習
用
に
使
わ
れ
て
い
る

も
の
で
す
！
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
の
サ
ポ
ー
ト

も
行
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
香
川
県
子
ど

も
の
未
来
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
（
県

社
協
地
域
福
祉
課
内
）
へ
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
当
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
、
標
準
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
進
め
方

や
、
使
用
す
る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
等
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

標
準
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容

　
対
象
年
齢
　
小
学
校
高
学
年

　
所
用
時
間
　
約
１
時
間

お
お
む
ね
５
人
１
グ
ル
ー
プ
で
体
験
し
ま

す
。
子
ど
も
食
堂
、
学
校
、
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
等
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

香川県子どもの未来応情報ひろば

子
ど
も
た
ち
が

お
金
の
こ
と
を
考
え
る

機
会
を
つ
く
り
た
い

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
使
っ
た

楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
♪

子
ど
も
が
自
ら
考
え
、

決
定
す
る
力
を
大
切
に
！

三
豊
市
で

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
！

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
セ
ッ
ト
を

貸
し
出
し
て
い
ま
す

香川県社会福祉協議会では、子ども食堂などの地域
の居場所づくりやその活動をサポートし、活動して
いる人や団体をつなぎ、そのネットワークを広げて
いくことで、幅広い世代が交流し、みんなが安心し
て暮らせる地域づくりに取り組んでいます。
お問合せ：香川県社会福祉協議会　地域福祉課
TEL.087-861-0546
FAX.087-861-2664
ホームページは
こちらから→

　令和４年７月25日「こども食堂を応援します！」ラッピング自販機の１号機が、グローバル
センター　アパマンショップ高松東店に設置され、除幕式が開催されました。ラッピング自販

機の売上の一部は、当協議会へ寄付され、こども食堂等の居場所の運営な
ど、香川県内の子どもの成長を応援する取組に役立てます。

子どもたちが、楽しみながら
お金の使い方を考えるプログラム

　令和４年４月から、地域貢献の一環として、県内の子どもの居場所に対して毎月野菜・肉・
米などの県産品をご提供くださっています。提供していただいた県産品は、居場所での食事や
お弁当の材料として使用したり、居場所を通じて必要な家庭に届けられたりしています。

ＪＡ共済連香川 様

子
ど
も
の
居
場
所
へ
の
ご
支
援

　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

を作成しました♪

香川県子どもの未来応援ネットワーク事業

～子どもの未来を地域のつながりで支えるしくみ～

～子どもの未来を地域のつながりで支えるしくみ～
香川県子どもの未来応援ネットワーク事業

コカ・コーラ ボトラーズジャパン株式会社 様

災害を切り口とした包括的支援体制整備災害を切り口とした包括的支援体制整備

事業継続計画策定の打ち合わせ会議の様子

株式会社グローバルセンター 様
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　香川県社会福祉協議会では、災害を切り口に各市町で包括的支援体制整備が進められるように、後方支援をして
います。今年度は組織体制の強化と人材育成を進めており、研修会の開催や地域担当が市町社協に関わっています。
　組織体制の強化については、各市町社協を対象に事業継続計画策定研修を開催し、その後、５つの市を対象に計
画策定支援を進めています。災害時の対応を考えることで、組織体制について見直したり、平時の地域活動や地域
住民への関わりを考えることができ、組織体制の強化に繋がっています。
　また、人材育成については、社協職員や災害ボランティアセンター運営に協力していただける関係団体、地域住
民を対象とした災害ボランティアセンター運営について学ぶ階層別研修の開催を予定しており、災害時にも協働で
きる人材育成を目標にしています。
　県社協では、災害対応を切り口に社協の組織体制強化や人材育成を進めることで、包括的支援体制の整備を進め
ています。

　香
川
県
子
ど
も
の
未
来
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
で
は
、
県
内
の
子
ど
も
に
関
わ
る
多

様
な
方
々
（
子
ど
も
の
居
場
所
、
市
町
社
会

福
祉
協
議
会
、
高
松
信
用
金
庫
、
香
川
大
学

学
生
、
県
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
・

文
化
財
課
、
県
子
ど
も
政
策
課
）
と
一
緒
に
、

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
お
金
の
使
い
方
を

考
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
ゲ
ー

ム
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
の
お
金
に
対
す
る
価
値
観
や
使
い

方
な
ど
、
ふ
だ
ん
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

話
し
合
う
中
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
電

子
マ
ネ
ー
等
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が
普

及
し
た
こ
と
で
「
お
金
を
使
う
実
感
が
わ
き

に
く
く
な
っ
て
い
る
。」「
使
え
る
お
金
に
は

限
り
が
あ
る
と
い
う
感
覚
が
持
ち
に
く

い
。」
「
そ
も
そ
も
、
お
金
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
が
少
な
い
。」
と
い
う
意
見
が
出
て

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
子
ど
も
た
ち
が
お
金

の
こ
と
を
考
え
る
機
会
を
、
家
庭
や
学
校
だ

け
で
は
な
く
、
地
域
の
中
で
も
っ
と
も
っ
と

増
や
そ
う
と
い
う
思
い
か
ら
、
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
子
ど
も
た
ち
は

社
会
人
１
年
目
の
設
定
で
、
計
画
的
な
生
活

費
の
使
い
方
を
考
え
た
り
、
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム

を
通
し
て
１
か
月
の
生
活
費
の
や
り
く
り
を

体
験
し
た
り
し
ま
す
。
カ
ー
ド
に
書
か
れ
た

選
択
肢
か
ら
、
自
分
で
お
金
の
使
い
方
を
決

定
し
、
必
要
な
お
金
を
支
払
い
ま
す
。
は
た

し
て
、
生
活
費
は
足
り
る
の
で
し
ょ
う
か
?!

ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
楽
し
く
学
べ

る
、
ゲ
ー
ム
感
覚
の
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。

　
お
金
の
使
い
方
を
考
え
る
こ
と
を
通
し
て
、

自
分
は
何
を
大
切
に
し
、
ど
ん
な
生
活
を
送

り
た
い
の
か
を
、
子
ど
も
自
身
が
考
え
決
定

す
る
機
会
を
つ
く
る
こ
と
も
、
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
ね
ら
い
の
１
つ
で
す
。
ま
た
、
お
金

の
使
い
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
こ
と
か
ら
、

社
会
に
は
多
様
な
価
値
観
が
あ
る
こ
と
に
も

気
づ
け
ま
す
。

　
令
和
４
年
８
月
９
日
　
三
豊
市
で
実
施
さ

れ
て
い
る
「
こ
ど
も
寺
子
屋
」（
み
の
元
気

塾
主
催
）
の
中
で
、
三
豊
市
社
会
福
祉
協
議

会
が
講
師
と
な
り
、
マ
ネ
ー
プ
ラ
ン
ゲ
ー
ム

を
使
用
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
小
・
中
学
生
が
参
加
し
、
カ
ー
ド

ゲ
ー
ム
等
を
通
し
て
、
優
先
順
位
を
つ
け
た

り
、
先
々
の
こ
と
を
考
え
て
お
金
を
使
う
な

ど
、
お
金
を
つ
か
う
時
に
大
切
に
し
た
い
こ

と
を
考
え
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
使
用
す
る
カ
ー
ド
や
模
擬

紙
幣
な
ど
を
セ
ッ
ト
に
し
て
、
貸
し
出
し
て

い
ま
す
。
模
擬
紙
幣
は
、
な
ん
と
実
際
に
全

国
の
信
用
金
庫
で
練
習
用
に
使
わ
れ
て
い
る

も
の
で
す
！
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
の
サ
ポ
ー
ト

も
行
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
香
川
県
子
ど

も
の
未
来
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
（
県

社
協
地
域
福
祉
課
内
）
へ
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
当
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
、
標
準
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
進
め
方

や
、
使
用
す
る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
等
を
掲
載
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

標
準
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容

　
対
象
年
齢
　
小
学
校
高
学
年

　
所
用
時
間
　
約
１
時
間

お
お
む
ね
５
人
１
グ
ル
ー
プ
で
体
験
し
ま

す
。
子
ど
も
食
堂
、
学
校
、
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
等
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

香川県子どもの未来応情報ひろば

子
ど
も
た
ち
が

お
金
の
こ
と
を
考
え
る

機
会
を
つ
く
り
た
い

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
使
っ
た

楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
♪

子
ど
も
が
自
ら
考
え
、

決
定
す
る
力
を
大
切
に
！

三
豊
市
で

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
！

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
セ
ッ
ト
を

貸
し
出
し
て
い
ま
す

香川県社会福祉協議会では、子ども食堂などの地域
の居場所づくりやその活動をサポートし、活動して
いる人や団体をつなぎ、そのネットワークを広げて
いくことで、幅広い世代が交流し、みんなが安心し
て暮らせる地域づくりに取り組んでいます。
お問合せ：香川県社会福祉協議会　地域福祉課
TEL.087-861-0546
FAX.087-861-2664
ホームページは
こちらから→

　令和４年７月25日「こども食堂を応援します！」ラッピング自販機の１号機が、グローバル
センター　アパマンショップ高松東店に設置され、除幕式が開催されました。ラッピング自販

機の売上の一部は、当協議会へ寄付され、こども食堂等の居場所の運営な
ど、香川県内の子どもの成長を応援する取組に役立てます。

子どもたちが、楽しみながら
お金の使い方を考えるプログラム

　令和４年４月から、地域貢献の一環として、県内の子どもの居場所に対して毎月野菜・肉・
米などの県産品をご提供くださっています。提供していただいた県産品は、居場所での食事や
お弁当の材料として使用したり、居場所を通じて必要な家庭に届けられたりしています。

ＪＡ共済連香川 様

子
ど
も
の
居
場
所
へ
の
ご
支
援

　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

を作成しました♪

香川県子どもの未来応援ネットワーク事業

～子どもの未来を地域のつながりで支えるしくみ～

～子どもの未来を地域のつながりで支えるしくみ～
香川県子どもの未来応援ネットワーク事業

コカ・コーラ ボトラーズジャパン株式会社 様

災害を切り口とした包括的支援体制整備災害を切り口とした包括的支援体制整備

事業継続計画策定の打ち合わせ会議の様子

株式会社グローバルセンター 様
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生
活
福
祉
資
金
の
貸
付
決
定
件
数
は
、
約

3
5
0
件
か
ら
4
0
0
件
で
推
移
し
て
い
ま

し
た
が
、
特
例
貸
付
の
実
施
（
令
和
2
年
3

月
開
始
）
を
受
け
て
、
令
和
2
年
度
は
約

9,
5
0
0
件
、
令
和
3
年
度
は
約
7,
5
0
0

件
と
貸
付
決
定
件
数
が
急
増
し
ま
し
た
。

（
図
１
）。

　
特
例
貸
付
は
、
緊
急
小
口
資
金
と
総
合
支

援
資
金
（
生
活
支
援
費
）
の
二
種
類
の
資
金

を
貸
し
付
け
て
お
り
、
更
に
総
合
支
援
資
金

は
、
初
回
貸
付
（
令
和
4
年
9
月
末
で
受
付

終
了
）、
延
長
貸
付
（
令
和
3
年
6
月
末
で

受
付
終
了
）、
再
貸
付
（
令
和
3
年
12
月
末

で
受
付
終
了
）
の
三
つ
の
区
分
が
あ
り
ま
す

（
表
１
）。

　
緊
急
小
口
資
金
の
月
別
貸
付
件
数
は
、
令

和
2
年
5
月
の
1,
0
7
3
件
が
最
高
で
、
今

年
度
は
概
ね
1
0
0
件
前
後
で
推
移
し
ま
し

た
。
ま
た
、
総
合
支
援
資
金
は
、
令
和
3
年

6
月
の
6
1
6
件
が
最
高
で
、
今
年
度
は
概

ね
80
件
前
後
で
推
移
し
ま
し
た
（
図
２
）。

　
　
　

　
特
例
貸
付
は
、
来
年
1
月
か
ら
貸
付
金
の

償
還
（
返
済
）
が
始
ま
り
ま
す
。
償
還
免
除

は
資
金
の
種
類
ご
と
に
一
括
し
て
行
い
、
借

受
人
と
世
帯
主
が
住
民
税
非
課
税
で
あ
れ
ば
、

償
還
免
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
（
表
２
）。

　
当
協
議
会
で
は
、
償
還
免
除
の
判
定
時
期

が
令
和
4
年
度
の
方
に
は
、
本
年
4
月
か
ら

順
次
、
償
還
免
除
や
口
座
振
替
登
録
（
マ
リ

ン
ネ
ッ
ト
）
の
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
5
年
1
月
現
在
、
資
金
を
借

入
れ
た
方
が
左
記
の
状
態
に
あ
る
と
き
は
、

償
還
免
除
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
当
協
議
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

①
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る

②
精
神
又
は
身
体
に
著
し
い
障
害
を
有
し
、

精
神
保
健
福
祉
手
帳
（
一
級
）
又
は
身
体

障
害
者
手
帳
（
一
級
又
は
二
級
）
の
交
付

を
受
け
て
い
る

③
資
金
を
借
入
れ
た
方
が
死
亡
し
て
い
る

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
香
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
　
福
祉
資
金
室

　
☎
0
8
7－

8
6
1－

5
6
1
3

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
今
年
で
27
回
目
を
迎
え
、

第
19
回
四
国
地
域
福
祉
実
践
セ
ミ
ナ
ー
、
第

７
回
い
ま
ば
り
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
合

同
で
、
愛
媛
県
今
治
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
多
様
な
立
場
か
ら
の
実
践
報
告
や

専
門
職
や
地
域
住
民
が
参
加
し
、
共
に
学
ぶ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
実
施
さ
れ
、
そ
の
中
で
、
地
域
共
生
社
会

政
策
に
お
け
る
社
協
の
役
割
を
考
え
る
特
別

分
科
会
が
香
川
県
高
松
市
の
香
川
県
社
会
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　
特
別
分
科
会
で
は
元
全
国
社
会
福
祉
協
議

会
常
務
理
事
渋
谷
篤
男
氏
の
進
行
に
よ
り
、

長
年
、
地
域
福
祉
の
実
践
と
理
論
形
成
に
尽

力
さ
れ
、
大
き
な
功
績
を
残
し
つ
つ
今
な
お

後
進
の
指
導
に
精
力
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
、
元
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
で

ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
名
誉
教
授
和
田
敏
明
氏

と
日
本
地
域
福
祉
研
究
所
　
大
橋
謙
策
理
事

長
に
よ
る
対
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
対
談
後
は
現
場
の
第
一
線
に
い
る

社
協
職
員
３
名
か
ら
、
社
協
組
織
と
し
て
、

人
と
し
て
、
日
々
の
実
践
の
中
で
感
じ
て
い

る
課
題
や
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
の
発
表
の

後
、
対
談
さ
れ
た
お
二
人
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
も
交
え
た
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

和
田
先
生
か
ら
は
、
社
協
は
、
調
査
研
究
の

機
能
を
持
ち
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
機
能
を
担
う
組
織
で
あ

る
、
と
の
お
話
し
を
い
た
だ
き
、
地
域
福
祉

形
成
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
を
振
返
り
、
地

域
共
生
社
会
時
代
に
お
け
る
社
協
組
織
の
あ

り
方
や
今
後
の
地
域
福
祉
の
展
開
に
つ
い
て

考
え
て
い
く
た
め
の
視
座
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　当協議会では、平成30年度から複数の社会福祉法人等が連携して地域貢献のための事業や福
祉・介護人材の確保・定着のための事業等を協働で実施するためのネットワークづくりを推進し
ています。１法人１施設のような小規模な法人を含めた多様な社会福祉法人が参画し、協働で事
業を進めることで、今後の社会福祉法人の事業展開を模索していけるものと考えています。

　さぬき市内の社会福祉法人（祐正福祉会、長尾福祉会、香東
園、志度玉浦園、さぬき市社協）では、本事業を活用し、協働
で「介護支援専門員受験対策講座」を実施し、職員のキャリア
アップのための資格取得支援に取り組んでいます。
　受講申込者は、５法人18名で、講座は、8月から10月にかけ
て28回開催予定です。コロナ禍の厳しい環境の中で、受講出来
る職員は限られますが、受講者は、介護と看護分野の専門の講
師から熱心な指導を受け、今年度の試験合格を目指しています。

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度

コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
の
貸
付
実
績
と

債
権
管
理（
償
還
免
除
）に
つ
い
て

　
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
は
、
比
較
的
所
得
が
少
な
い
世
帯（
低
所
得
者
世
帯
）、
高
齢
者
世
帯
、
障
害
者
世
帯
に
対
し
て
、
資
金
の
貸
付
と

必
要
な
相
談
・
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
世
帯
の
経
済
的
自
立
や
在
宅
福
祉
、
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
踏
ま
え
、
令
和
2
年
3
月
か
ら
令
和
4
年
9
月
ま
で
実
施
さ
れ
た
特
例
貸
付
に
つ
い
て
は
、

来
年
1
月
か
ら
貸
付
金
の
償
還（
返
済
）が
始
ま
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
貸
付
実
績
と
債
権
管
理（
償
還
免
除
）に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

貸
付
実
績

債
権
管
理
（
償
還
免
除
）

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

H
29
年
度

H
30
年
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表2　償還免除の判定時期と判定対象となる課税要件
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福
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小規模社会福祉法人等の
ネットワーク化推進事業の取組

事業の
概要

さぬき市での取組事例

◎対象者　県内の社会福祉法人等
◎事業実施の要件　ネットワーク内に小規模法人が１か所以上参画していること。
　※小規模法人とは１法人において１施設・事業所を運営している法人。
◎実施費用　１ネットワークあたり　20万円以内
◎本事業に関するお問合せ先　香川県社会福祉協議会　法人振興課
　TEL.087-861-5611　FAX.087-861-2664
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生
活
福
祉
資
金
の
貸
付
決
定
件
数
は
、
約

3
5
0
件
か
ら
4
0
0
件
で
推
移
し
て
い
ま

し
た
が
、
特
例
貸
付
の
実
施
（
令
和
2
年
3

月
開
始
）
を
受
け
て
、
令
和
2
年
度
は
約

9,
5
0
0
件
、
令
和
3
年
度
は
約
7,
5
0
0

件
と
貸
付
決
定
件
数
が
急
増
し
ま
し
た
。

（
図
１
）。

　
特
例
貸
付
は
、
緊
急
小
口
資
金
と
総
合
支

援
資
金
（
生
活
支
援
費
）
の
二
種
類
の
資
金

を
貸
し
付
け
て
お
り
、
更
に
総
合
支
援
資
金

は
、
初
回
貸
付
（
令
和
4
年
9
月
末
で
受
付

終
了
）、
延
長
貸
付
（
令
和
3
年
6
月
末
で

受
付
終
了
）、
再
貸
付
（
令
和
3
年
12
月
末

で
受
付
終
了
）
の
三
つ
の
区
分
が
あ
り
ま
す

（
表
１
）。

　
緊
急
小
口
資
金
の
月
別
貸
付
件
数
は
、
令

和
2
年
5
月
の
1,
0
7
3
件
が
最
高
で
、
今

年
度
は
概
ね
1
0
0
件
前
後
で
推
移
し
ま
し

た
。
ま
た
、
総
合
支
援
資
金
は
、
令
和
3
年

6
月
の
6
1
6
件
が
最
高
で
、
今
年
度
は
概

ね
80
件
前
後
で
推
移
し
ま
し
た
（
図
２
）。

　
　
　

　
特
例
貸
付
は
、
来
年
1
月
か
ら
貸
付
金
の

償
還
（
返
済
）
が
始
ま
り
ま
す
。
償
還
免
除

は
資
金
の
種
類
ご
と
に
一
括
し
て
行
い
、
借

受
人
と
世
帯
主
が
住
民
税
非
課
税
で
あ
れ
ば
、

償
還
免
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
（
表
２
）。

　
当
協
議
会
で
は
、
償
還
免
除
の
判
定
時
期

が
令
和
4
年
度
の
方
に
は
、
本
年
4
月
か
ら

順
次
、
償
還
免
除
や
口
座
振
替
登
録
（
マ
リ

ン
ネ
ッ
ト
）
の
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
5
年
1
月
現
在
、
資
金
を
借

入
れ
た
方
が
左
記
の
状
態
に
あ
る
と
き
は
、

償
還
免
除
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
当
協
議
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

①
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る

②
精
神
又
は
身
体
に
著
し
い
障
害
を
有
し
、

精
神
保
健
福
祉
手
帳
（
一
級
）
又
は
身
体

障
害
者
手
帳
（
一
級
又
は
二
級
）
の
交
付

を
受
け
て
い
る

③
資
金
を
借
入
れ
た
方
が
死
亡
し
て
い
る

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
香
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
　
福
祉
資
金
室

　
☎
0
8
7－

8
6
1－

5
6
1
3

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
今
年
で
27
回
目
を
迎
え
、

第
19
回
四
国
地
域
福
祉
実
践
セ
ミ
ナ
ー
、
第

７
回
い
ま
ば
り
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
合

同
で
、
愛
媛
県
今
治
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
多
様
な
立
場
か
ら
の
実
践
報
告
や

専
門
職
や
地
域
住
民
が
参
加
し
、
共
に
学
ぶ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
実
施
さ
れ
、
そ
の
中
で
、
地
域
共
生
社
会

政
策
に
お
け
る
社
協
の
役
割
を
考
え
る
特
別

分
科
会
が
香
川
県
高
松
市
の
香
川
県
社
会
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　
特
別
分
科
会
で
は
元
全
国
社
会
福
祉
協
議

会
常
務
理
事
渋
谷
篤
男
氏
の
進
行
に
よ
り
、

長
年
、
地
域
福
祉
の
実
践
と
理
論
形
成
に
尽

力
さ
れ
、
大
き
な
功
績
を
残
し
つ
つ
今
な
お

後
進
の
指
導
に
精
力
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
、
元
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
で

ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
名
誉
教
授
和
田
敏
明
氏

と
日
本
地
域
福
祉
研
究
所
　
大
橋
謙
策
理
事

長
に
よ
る
対
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
対
談
後
は
現
場
の
第
一
線
に
い
る

社
協
職
員
３
名
か
ら
、
社
協
組
織
と
し
て
、

人
と
し
て
、
日
々
の
実
践
の
中
で
感
じ
て
い

る
課
題
や
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
の
発
表
の

後
、
対
談
さ
れ
た
お
二
人
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
も
交
え
た
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

和
田
先
生
か
ら
は
、
社
協
は
、
調
査
研
究
の

機
能
を
持
ち
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
機
能
を
担
う
組
織
で
あ

る
、
と
の
お
話
し
を
い
た
だ
き
、
地
域
福
祉

形
成
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
を
振
返
り
、
地

域
共
生
社
会
時
代
に
お
け
る
社
協
組
織
の
あ

り
方
や
今
後
の
地
域
福
祉
の
展
開
に
つ
い
て

考
え
て
い
く
た
め
の
視
座
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　当協議会では、平成30年度から複数の社会福祉法人等が連携して地域貢献のための事業や福
祉・介護人材の確保・定着のための事業等を協働で実施するためのネットワークづくりを推進し
ています。１法人１施設のような小規模な法人を含めた多様な社会福祉法人が参画し、協働で事
業を進めることで、今後の社会福祉法人の事業展開を模索していけるものと考えています。

　さぬき市内の社会福祉法人（祐正福祉会、長尾福祉会、香東
園、志度玉浦園、さぬき市社協）では、本事業を活用し、協働
で「介護支援専門員受験対策講座」を実施し、職員のキャリア
アップのための資格取得支援に取り組んでいます。
　受講申込者は、５法人18名で、講座は、8月から10月にかけ
て28回開催予定です。コロナ禍の厳しい環境の中で、受講出来
る職員は限られますが、受講者は、介護と看護分野の専門の講
師から熱心な指導を受け、今年度の試験合格を目指しています。

生
活
福
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資
金
貸
付
制
度

コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
の
貸
付
実
績
と

債
権
管
理（
償
還
免
除
）に
つ
い
て

　
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
は
、
比
較
的
所
得
が
少
な
い
世
帯（
低
所
得
者
世
帯
）、
高
齢
者
世
帯
、
障
害
者
世
帯
に
対
し
て
、
資
金
の
貸
付
と

必
要
な
相
談
・
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
世
帯
の
経
済
的
自
立
や
在
宅
福
祉
、
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
踏
ま
え
、
令
和
2
年
3
月
か
ら
令
和
4
年
9
月
ま
で
実
施
さ
れ
た
特
例
貸
付
に
つ
い
て
は
、

来
年
1
月
か
ら
貸
付
金
の
償
還（
返
済
）が
始
ま
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
貸
付
実
績
と
債
権
管
理（
償
還
免
除
）に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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香
川
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
当

セ
ン
タ
ー
と
い
う
。）
は
、
社
会
福
祉
従
事

者
の
確
保
の
た
め
、
社
会
福
祉
法
に
基
づ
き
、

香
川
県
知
事
の
指
定
を
受
け
て
、
香
川
県
社

会
福
祉
協
議
会
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
労
働
力
人
口
が
減
少
し
、
福
祉
ニ
ー
ズ
の

増
大
、
多
様
化
等
に
伴
っ
て
、
福
祉
人
材
の

確
保
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
中
、
当
セ
ン
タ

ー
で
は
次
の
３
つ
の
事
業
を
柱
に
、
福
祉
人

材
の
確
保
・
育
成
・
定
着
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
は
、
香
川
県
か
ら
委
託
を
受

け
、
福
祉
分
野
で
働
き
た
い
方
（
求
職
者
）

と
人
材
を
求
め
る
事
業
所
（
求
人
事
業
所
）

を
つ
な
ぐ
無
料
職
業
紹
介
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
福
祉
分
野
の
求
人
を

専
門
に
扱
っ
て
お
り
、
介
護
分
野
と
保
育
分

野
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
専
門
員
が
、
求
職
登
録

や
福
祉
の
仕
事
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
求

職
者
の
ニ
ー
ズ
や
適
性
を
把
握
し
た
う
え
で
、

適
正
な
仕
事
や
職
場
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
内
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
で
出
張
相

談
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
年
３
回
開
催
す
る
就
職
フ
ェ
ア
で
は
、
求

職
者
と
求
人
事
業
所
と
の
話
し
合
い
の
場
を

提
供
し
、
福
祉
の
仕
事
の
魅
力
や
福
祉
施

設
・
事
業
所
の
取
り
組
み
を
広
く
紹
介
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
７
月
21
日
に
丸
亀
市

内
の
ホ
テ
ル
で
「
福
祉
の
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト

フ
ェ
ア
」
を
開
催
、
８
月
５
日
に
は
高
松
シ

ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
内
で
「
福
祉
の
職
場
説
明

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
２
会
場
あ
わ
せ
て
、

来
春
卒
業
予
定
の
学
生
や
一
般
の
方
76
名
が

参
加
さ
れ
、
福
祉
施
設
（
51
事
業
所
）
と
の

面
談
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
令
和
４
年
３
月
18
日
に

開
催
し
た
「
福
祉
の
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
フ
ェ

ア 
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
」
の
動
画
を
掲
載
し
、

香
川
県
内
の
福
祉
施
設
・
事
業
所
の
求
人
情

報
に
つ
い
て
情
報
発
信
を
行
い
ま
し
た
。
次

回
開
催
は
令
和
５
年
３
月
17
日
で
す
。

　
香
川
県
災
害
福
祉
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協

議
会
（
以
下
、「
N
W
協
議
会
」
と
い
う
。）

は
、
県
社
協
を
事
務
局
と
し
、
災
害
時
に
お

け
る
要
配
慮
者
へ
の
福
祉
支
援
活
動
を
迅
速

か
つ
円
滑
に
展
開
す
る
と
と
も
に
、
災
害
発

生
時
の
広
域
的
な
支
援
及
び
支
援
調
整
を
行

う
た
め
、
県
内
の
施
設
関
係
団
体
、
職
能
団

体
等
21
の
機
関
・
団
体
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
令
和
４
年
８
月
３
日
開
催
の
N
W
協
議
会

に
お
い
て
、
令
和
４
年
度
は
、「
香
川
県
災

害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
」（
以
下
、「
香
川

D
W
A
T
」
と
い
う
。）
の
組
成
や
研
修
・

訓
練
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
県
内
の
社
会

福
祉
施
設
等
に
お
け
る
災
害
対
応
力
向
上
の

た
め
の
研
修
会
の
実
施
や
災
害
福
祉
支
援
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
派
遣
事
業
を
行
う
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。

　
香
川
D
W
A
T
は
、
災
害
時
に
避
難
所
に

駆
け
つ
け
、
配
慮
を
要
す
る
方
に
寄
り
添
っ

た
支
援
を
行
う
福
祉
専
門
職
の
チ
ー
ム
で
す
。

現
在
、
リ
ー
ダ
ー
的
な
役
割
を
担
う
「
先
遣

隊
」
19
名
、
具
体
的
な
福
祉
支
援
を
行
う

「
支
援
隊
」
35
名
の
合
計
54
名
が
登
録
さ
れ

て
お
り
、
今
年
度
は
、「
支
援
隊
」
を
新
た

に
30
名
養
成
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
香
川
D
W
A
T
で
は
、
昨
年
度
末

か
ら
「
広
報
・
情
報
発
信
」
と
「
研
修
・
企

画
」
の
２
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設

置
し
、
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
広
報
・
情
報
発
信
」
で
は
、
チ
ラ
シ
を

作
成
し
、
自
治
体
や
関
係
団
体
へ
の
周
知
を

行
い
ま
す
。「
研
修
・
企
画
」
で
は
、
研

修
・
訓
練
の
内
容
や
、
先
遣
隊
・
支
援
隊
が

顔
の
見
え
る
関
係
を
作
る
た
め
の
企
画
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　
災
害
時
に
頼
れ
る
存
在
に
な
る
た
め
、
こ

れ
か
ら
も
香
川
D
W
A
T
の
役
割
や
活
動
を

発
信
し
て
い
く
と
と
も
に
、
必
要
な
支
援
を

確
実
に
提
供
で
き
る
よ
う
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
香
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
　
法
人
振
興
課
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社
会
福
祉
法
人
・
施
設
等
に
お
い
て
働
き

や
す
く
、
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
へ
の
支
援

と
し
て
、
令
和
２
年
度
か
ら
香
川
県
の
委
託

を
受
け
、
介
護
助
手
導
入
支
援
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
介
護
の
専

門
的
な
業
務
と
そ
れ
以
外
の
周
辺
業
務
を
分

け
、
業
務
を
分
担
す
る
こ
と
で
、
介
護
助
手

や
他
業
種
か
ら
の
新
規
参
入
者
等
、
多
様
な

人
材
の
参
入
を
促
す
と
と
も
に
、
職
員
一
人

ひ
と
り
の
負
担
を
減
ら
し
、
利
用
者
へ
の
サ

ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
事
業

で
す
。
介
護
助
手
は
、
清
掃
や
配
膳
、
見
守

り
な
ど
の
比
較
的
簡
単
な
業
務
を
一
日
数
時

間
、
週
数
日
行
う
の
で
、
体
へ
の
負
担
が
少

な
く
、
資
格
や
経
験
、
年
齢
を
問
わ
ず
、
ど

な
た
で
も
活
躍
で
き
ま
す
。

　
今
年
度
は
県
内
３
つ
の
事
業
所
で
モ
デ
ル

事
業
を
実
施
し
ま
す
。
モ
デ
ル
事
業
以
外
の

施
設
事
業
所
に
お
い
て
も
介
護
助
手
を
募
集

し
て
い
ま
す
の
で
、
介
護
助
手
に
関
心
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
介
護
福
祉
士
や
介
護
職
員
初
任
者
研
修
等

の
資
格
を
持
ち
な
が
ら
、
福
祉
・
介
護
分
野

で
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
な
い
方
や
就
職
し
て

間
も
な
い
方
を
対
象
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

知
識
や
移
動
・
移
乗
介
助
、
着
脱
や
排
泄
介

助
の
実
技
研
修
を
10
月
か
ら
３
回
シ
リ
ー
ズ

で
行
い
ま
す
。
ご
希
望
の
研
修
の
み
の
受
講

も
可
能
で
す
。
ま
た
、
香
川
県
主
催
の
「
介

護
に
関
す
る
入
門
的
研
修
」
が
県
内
６
会
場

で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
の
研
修
も

参
加
費
無
料
で
す
の
で
、
介
護
の
仕
事
に
関

心
の
あ
る
方
、
家
族
の
介
護
に
活
か
し
た
い

方
は
ぜ
ひ
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。
研
修
後
、

ご
希
望
の
方
に
は
当
セ
ン
タ
ー
が
就
職
マ
ッ

チ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
社
会
福
祉
士
・
介
護
福
祉
士
及

び
保
育
士
な
ど
を
目
指
す
方
へ
の
修
学
資
金

貸
付
事
業
、
介
護
職
の
再
就
職
準
備
金
や
潜

在
保
育
士
等
へ
の
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
で
はF

acebook

を

運
営
し
て
い
ま
す
。
福
祉
の
仕
事
相
談
会
や

就
職
フ
ェ
ア
等
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
随
時
発

信
し
て
い
ま
す
の
で
、
求
職
活
動
中
の
方
は

も
ち
ろ
ん
、
福
祉
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る
方

は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

https://www.facebook.com
/kagawafukshijin/
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寄 付
●香川県知的障害児者生活サポート協会　様　　　　　　　●株式会社エースワン　様
●香川丸亀国際ハーフマラソン大会組織委員会　様　　　　●アミパラ丸亀店　様
●AIRオートクラブ香川支部　様　　　　　　　　　　　　●JSA中核会高松支部　様
●かがわ長寿大学西校第４回卒同窓会（西校四期会）　様　●高松信用金庫　様
●東洋羽毛中四国販売株式会社　香川営業所　様　　　　　●高松玉藻ライオンズクラブ　様
●JAIFA香川県協会　様

●宮崎　ひとみ　様　　●藪本　千里　様　　●波多野　京輝　様　　●中尾　たみ好　様
●高野　真弓　様　　　●宮崎　洋一　様　　●太田　てる代　様　　●鳳凰　敦　様
●中西　宏彰　様　　　●筒井　建策　様　　●楠本　正則　様

　社会福祉事業のため県社協に多分のご寄付を賜りました。
　これらの寄付については、ご芳志に沿い有意義に使わせていただきます。このたびは
誠にありがとうございました。

　香川県社会福祉協議会では、県内の福祉関係者の参加・協力のもと、地域の課題を福祉関係者のネットワークで
解決するための仕組みである「香川おもいやりネットワーク事業」をはじめ、災害時の福祉支援、地域福祉を支え
る人材の育成、福祉・介護人材の確保、成年後見制度の利用支援や関係機関等とのネットワークの構築など、地域
福祉推進のための活動に取り組んでいます。
　皆様からのご寄付は、こうした社会福祉の向上のため、本会が実施するさまざまな社会福祉事業に活用させてい
ただきます。皆様からのご寄付を心よりお待ちしております。

働
き
た
い
方
と
人
材
を
求
め
る

事
業
所
の
橋
渡
し

1

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
へ
の

支
援

2

福
祉
従
事
者
の
資
質
向
上
の

支
援

3

香
川
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

災
害
福
祉
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

香
川
D
W
A
T

（順不同）

ワーキンググループの様子（上）と作成したチラシ（右） 福祉の職場説明会（令和4年8月5日）

福祉のしごとサポートフェア（令和4年7月21日）
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香
川
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
当

セ
ン
タ
ー
と
い
う
。）
は
、
社
会
福
祉
従
事

者
の
確
保
の
た
め
、
社
会
福
祉
法
に
基
づ
き
、

香
川
県
知
事
の
指
定
を
受
け
て
、
香
川
県
社

会
福
祉
協
議
会
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
労
働
力
人
口
が
減
少
し
、
福
祉
ニ
ー
ズ
の

増
大
、
多
様
化
等
に
伴
っ
て
、
福
祉
人
材
の

確
保
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
中
、
当
セ
ン
タ

ー
で
は
次
の
３
つ
の
事
業
を
柱
に
、
福
祉
人

材
の
確
保
・
育
成
・
定
着
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
は
、
香
川
県
か
ら
委
託
を
受

け
、
福
祉
分
野
で
働
き
た
い
方
（
求
職
者
）

と
人
材
を
求
め
る
事
業
所
（
求
人
事
業
所
）

を
つ
な
ぐ
無
料
職
業
紹
介
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
福
祉
分
野
の
求
人
を

専
門
に
扱
っ
て
お
り
、
介
護
分
野
と
保
育
分

野
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
専
門
員
が
、
求
職
登
録

や
福
祉
の
仕
事
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
求

職
者
の
ニ
ー
ズ
や
適
性
を
把
握
し
た
う
え
で
、

適
正
な
仕
事
や
職
場
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
内
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
で
出
張
相

談
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
年
３
回
開
催
す
る
就
職
フ
ェ
ア
で
は
、
求

職
者
と
求
人
事
業
所
と
の
話
し
合
い
の
場
を

提
供
し
、
福
祉
の
仕
事
の
魅
力
や
福
祉
施

設
・
事
業
所
の
取
り
組
み
を
広
く
紹
介
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
７
月
21
日
に
丸
亀
市

内
の
ホ
テ
ル
で
「
福
祉
の
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト

フ
ェ
ア
」
を
開
催
、
８
月
５
日
に
は
高
松
シ

ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
内
で
「
福
祉
の
職
場
説
明

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
２
会
場
あ
わ
せ
て
、

来
春
卒
業
予
定
の
学
生
や
一
般
の
方
76
名
が

参
加
さ
れ
、
福
祉
施
設
（
51
事
業
所
）
と
の

面
談
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
令
和
４
年
３
月
18
日
に

開
催
し
た
「
福
祉
の
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
フ
ェ

ア 

オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
」
の
動
画
を
掲
載
し
、

香
川
県
内
の
福
祉
施
設
・
事
業
所
の
求
人
情

報
に
つ
い
て
情
報
発
信
を
行
い
ま
し
た
。
次

回
開
催
は
令
和
５
年
３
月
17
日
で
す
。

　
香
川
県
災
害
福
祉
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協

議
会
（
以
下
、「
N
W
協
議
会
」
と
い
う
。）

は
、
県
社
協
を
事
務
局
と
し
、
災
害
時
に
お

け
る
要
配
慮
者
へ
の
福
祉
支
援
活
動
を
迅
速

か
つ
円
滑
に
展
開
す
る
と
と
も
に
、
災
害
発

生
時
の
広
域
的
な
支
援
及
び
支
援
調
整
を
行

う
た
め
、
県
内
の
施
設
関
係
団
体
、
職
能
団

体
等
21
の
機
関
・
団
体
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
令
和
４
年
８
月
３
日
開
催
の
N
W
協
議
会

に
お
い
て
、
令
和
４
年
度
は
、「
香
川
県
災

害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
」（
以
下
、「
香
川

D
W
A
T
」
と
い
う
。）
の
組
成
や
研
修
・

訓
練
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
県
内
の
社
会

福
祉
施
設
等
に
お
け
る
災
害
対
応
力
向
上
の

た
め
の
研
修
会
の
実
施
や
災
害
福
祉
支
援
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
派
遣
事
業
を
行
う
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。

　
香
川
D
W
A
T
は
、
災
害
時
に
避
難
所
に

駆
け
つ
け
、
配
慮
を
要
す
る
方
に
寄
り
添
っ

た
支
援
を
行
う
福
祉
専
門
職
の
チ
ー
ム
で
す
。

現
在
、
リ
ー
ダ
ー
的
な
役
割
を
担
う
「
先
遣

隊
」
19
名
、
具
体
的
な
福
祉
支
援
を
行
う

「
支
援
隊
」
35
名
の
合
計
54
名
が
登
録
さ
れ

て
お
り
、
今
年
度
は
、「
支
援
隊
」
を
新
た

に
30
名
養
成
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
香
川
D
W
A
T
で
は
、
昨
年
度
末

か
ら
「
広
報
・
情
報
発
信
」
と
「
研
修
・
企

画
」
の
２
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設

置
し
、
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
広
報
・
情
報
発
信
」
で
は
、
チ
ラ
シ
を

作
成
し
、
自
治
体
や
関
係
団
体
へ
の
周
知
を

行
い
ま
す
。「
研
修
・
企
画
」
で
は
、
研

修
・
訓
練
の
内
容
や
、
先
遣
隊
・
支
援
隊
が

顔
の
見
え
る
関
係
を
作
る
た
め
の
企
画
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　
災
害
時
に
頼
れ
る
存
在
に
な
る
た
め
、
こ

れ
か
ら
も
香
川
D
W
A
T
の
役
割
や
活
動
を

発
信
し
て
い
く
と
と
も
に
、
必
要
な
支
援
を

確
実
に
提
供
で
き
る
よ
う
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
香
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
　
法
人
振
興
課

　
☎
0
8
7－

8
6
1－
5
6
1
1

　
社
会
福
祉
法
人
・
施
設
等
に
お
い
て
働
き

や
す
く
、
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
へ
の
支
援

と
し
て
、
令
和
２
年
度
か
ら
香
川
県
の
委
託

を
受
け
、
介
護
助
手
導
入
支
援
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
介
護
の
専

門
的
な
業
務
と
そ
れ
以
外
の
周
辺
業
務
を
分

け
、
業
務
を
分
担
す
る
こ
と
で
、
介
護
助
手

や
他
業
種
か
ら
の
新
規
参
入
者
等
、
多
様
な

人
材
の
参
入
を
促
す
と
と
も
に
、
職
員
一
人

ひ
と
り
の
負
担
を
減
ら
し
、
利
用
者
へ
の
サ

ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
事
業

で
す
。
介
護
助
手
は
、
清
掃
や
配
膳
、
見
守

り
な
ど
の
比
較
的
簡
単
な
業
務
を
一
日
数
時

間
、
週
数
日
行
う
の
で
、
体
へ
の
負
担
が
少

な
く
、
資
格
や
経
験
、
年
齢
を
問
わ
ず
、
ど

な
た
で
も
活
躍
で
き
ま
す
。

　
今
年
度
は
県
内
３
つ
の
事
業
所
で
モ
デ
ル

事
業
を
実
施
し
ま
す
。
モ
デ
ル
事
業
以
外
の

施
設
事
業
所
に
お
い
て
も
介
護
助
手
を
募
集

し
て
い
ま
す
の
で
、
介
護
助
手
に
関
心
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
介
護
福
祉
士
や
介
護
職
員
初
任
者
研
修
等

の
資
格
を
持
ち
な
が
ら
、
福
祉
・
介
護
分
野

で
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
な
い
方
や
就
職
し
て

間
も
な
い
方
を
対
象
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

知
識
や
移
動
・
移
乗
介
助
、
着
脱
や
排
泄
介

助
の
実
技
研
修
を
10
月
か
ら
３
回
シ
リ
ー
ズ

で
行
い
ま
す
。
ご
希
望
の
研
修
の
み
の
受
講

も
可
能
で
す
。
ま
た
、
香
川
県
主
催
の
「
介

護
に
関
す
る
入
門
的
研
修
」
が
県
内
６
会
場

で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
の
研
修
も

参
加
費
無
料
で
す
の
で
、
介
護
の
仕
事
に
関

心
の
あ
る
方
、
家
族
の
介
護
に
活
か
し
た
い

方
は
ぜ
ひ
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。
研
修
後
、

ご
希
望
の
方
に
は
当
セ
ン
タ
ー
が
就
職
マ
ッ

チ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
社
会
福
祉
士
・
介
護
福
祉
士
及

び
保
育
士
な
ど
を
目
指
す
方
へ
の
修
学
資
金

貸
付
事
業
、
介
護
職
の
再
就
職
準
備
金
や
潜

在
保
育
士
等
へ
の
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
で
はF

acebook

を

運
営
し
て
い
ま
す
。
福
祉
の
仕
事
相
談
会
や

就
職
フ
ェ
ア
等
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
随
時
発

信
し
て
い
ま
す
の
で
、
求
職
活
動
中
の
方
は

も
ち
ろ
ん
、
福
祉
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る
方

は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

https://www.facebook.com
/kagawafukshijin/
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寄 付
●香川県知的障害児者生活サポート協会　様　　　　　　　●株式会社エースワン　様
●香川丸亀国際ハーフマラソン大会組織委員会　様　　　　●アミパラ丸亀店　様
●AIRオートクラブ香川支部　様　　　　　　　　　　　　●JSA中核会高松支部　様
●かがわ長寿大学西校第４回卒同窓会（西校四期会）　様　●高松信用金庫　様
●東洋羽毛中四国販売株式会社　香川営業所　様　　　　　●高松玉藻ライオンズクラブ　様
●JAIFA香川県協会　様

●宮崎　ひとみ　様　　●藪本　千里　様　　●波多野　京輝　様　　●中尾　たみ好　様
●高野　真弓　様　　　●宮崎　洋一　様　　●太田　てる代　様　　●鳳凰　敦　様
●中西　宏彰　様　　　●筒井　建策　様　　●楠本　正則　様

　社会福祉事業のため県社協に多分のご寄付を賜りました。
　これらの寄付については、ご芳志に沿い有意義に使わせていただきます。このたびは
誠にありがとうございました。

　香川県社会福祉協議会では、県内の福祉関係者の参加・協力のもと、地域の課題を福祉関係者のネットワークで
解決するための仕組みである「香川おもいやりネットワーク事業」をはじめ、災害時の福祉支援、地域福祉を支え
る人材の育成、福祉・介護人材の確保、成年後見制度の利用支援や関係機関等とのネットワークの構築など、地域
福祉推進のための活動に取り組んでいます。
　皆様からのご寄付は、こうした社会福祉の向上のため、本会が実施するさまざまな社会福祉事業に活用させてい
ただきます。皆様からのご寄付を心よりお待ちしております。

働
き
た
い
方
と
人
材
を
求
め
る

事
業
所
の
橋
渡
し

1

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
へ
の

支
援

2

福
祉
従
事
者
の
資
質
向
上
の

支
援

3

香
川
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

災
害
福
祉
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

香
川
D
W
A
T

（順不同）

ワーキンググループの様子（上）と作成したチラシ（右） 福祉の職場説明会（令和4年8月5日）

福祉のしごとサポートフェア（令和4年7月21日）
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※助成内容の財源には前年度執行残を含みます。
※募金実績額に前年度執行残額を加え、テーマ募金を除く。

助成内容

ご協力いただき、ありがとうございました

実績
地域助成
1億5,505万円
57.8%

ＮＨＫ歳末
438万円 1.6%
災害等準備金
740万円 2.8%

運動経費
4,146万円
15.5%

広域助成
2,821万円 10.5%
地域歳末
2,963万円 11.1%

災害見舞金
200万円 0.7%

種  　　　別

地域歳末たすけあい募金
（12月1日～12月31日）

NHK歳末たすけあい寄付金
（12月1日～12月25日）

計

実 　績 　額

2億5,020万107円
437万6,696円

2,962万7,504円

2億1,619万5,907円
2億1,125万207円
494万5,700円

一般募金
期間内

テーマ募金

うち 

令和3年度
募金実績2億5,020万円 

赤い羽根共同募金は、都道府県ごとに行われています。大規模災害などの
例外を除き、集まった募金はその県内で使いみちが決められ、また、うち約７割
は集めた市町内で使いみちが決められます。

●一人暮らしの高齢者の見守り、
　配食サービス活動
●高齢者サロンの運営
●社会福祉施設体験学習
●子ども食堂
●保育所の遊具整備
●地域の防災用備蓄整備  など

地域助成
●障害者の就労作業所の
　運搬用自動車、ガスオーブン
　などの厨房器具、
　作業用台車整備
●施設通所送迎用自動車整備、
　介助補助用具整備  など

広域助成

皆様の寄付はこのようなところに助成しています

歳末たすけあい
●児童養護施設等入所児童、
　里親委託児童への
　就職・進学支度金
●生活困窮世帯への
　見舞金  など

災害等準備金とは

阪神淡路大震災を契機に、大規模災
害時に、被災地でのボランティア活
動を支援するために、募金額の3%
を限度に積み立てるもの。東日本大
震災や令和2年7月豪雨災害では都
道府県域を超えて拠出が行われまし
た。なお、積立てて3年が経過した場
合は、助成金に充てられます。

※災害義援金は被災者への見舞金として
集められ、自治体を通じて配分される
寄付金です。

2億4,484万円
令和4年度 募金目標額

※目標額は万円単位で四捨五入で記載。

皆様からの寄付金の使いみちは、次のように計画しています。

地域福祉を推進するために
1億3,251万円

3,365万円93０万円

社会福祉活動や在宅福祉サービ
ス事業等、地域福祉の推進を図
る市町の社会福祉協議会の活動
等に助成します。

民間社会福祉施設・
福祉団体の充実のために
2,393万円
県内の社会福祉施設の設備や授産
機器、送迎用車両の整備、福祉団
体の活動等に助成します。

災害支援活動の充実のために

災害時に支援・救護を行うボラ
ンティア団体・グループに対し、
活動経費の一部を適時に援助す
るため、準備金として積立てま
す。また、火災や風水害等による
被災世帯に見舞金を贈ります。

歳末たすけあいのために

市町単位で実施する「地域歳末た
すけあい」と「NHK歳末たすけあ
い」があり、生活困窮者などが安心
して新たな年を迎えることができる
よう支援します。

社会課題や地域課題の解決
のために（テーマ募金）
505万円
社会課題や地域課題の解決の
ためのテーマを特定した募金で
1月1日から3月31日まで募金活
動を行います。

共同募金運動推進
のために
4,040万円
募金活動を推進するための広報
費、資材費や管理経費に使います。

募金をするには

社会福祉法人

〒760-0066 高松市福岡町2丁目25番12号
TEL.087-823-2110　FAX.087-823-1151
E-mail:akaihane1@kagawaken-kyobo.or.jp

香川県共同募金会

「戸別募金」、「法人募金」、「街頭
募金」、「イベント募金」、「インタ
ーネット募金」など、いつでもど
こでも気軽にご協力いただけます。
募金の受付も年間を通じて行って
おり、金融機関からの振り込みや
直接持参いただくこともできます。

赤い羽根共同募金運動に
皆様のご協力を
お願いいたします。

運動期間
10月1日～3月31日

▲

募集期間：令和4年11月1日（火）～同年12月28日（水）
　　　　　　（実施事業年度は令和5年度）▲

助成対象：県内で活動するボランティア団体等で、多
　様な地域福祉ニーズに対応する活動事業費及び社会的
　孤立の解決や防止に関する事業費
（詳細は香川県共同募金会HPをご覧ください。）

ボランティア活動等の助成募集について
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※助成内容の財源には前年度執行残を含みます。
※募金実績額に前年度執行残額を加え、テーマ募金を除く。

助成内容

ご協力いただき、ありがとうございました

実績
地域助成
1億5,505万円
57.8%

ＮＨＫ歳末
438万円 1.6%
災害等準備金
740万円 2.8%

運動経費
4,146万円
15.5%

広域助成
2,821万円 10.5%
地域歳末
2,963万円 11.1%

災害見舞金
200万円 0.7%

種  　　　別

地域歳末たすけあい募金
（12月1日～12月31日）

NHK歳末たすけあい寄付金
（12月1日～12月25日）

計

実 　績 　額

2億5,020万107円
437万6,696円

2,962万7,504円

2億1,619万5,907円
2億1,125万207円
494万5,700円

一般募金
期間内

テーマ募金

うち 

令和3年度
募金実績2億5,020万円 

赤い羽根共同募金は、都道府県ごとに行われています。大規模災害などの
例外を除き、集まった募金はその県内で使いみちが決められ、また、うち約７割
は集めた市町内で使いみちが決められます。

●一人暮らしの高齢者の見守り、
　配食サービス活動
●高齢者サロンの運営
●社会福祉施設体験学習
●子ども食堂
●保育所の遊具整備
●地域の防災用備蓄整備  など

地域助成
●障害者の就労作業所の
　運搬用自動車、ガスオーブン
　などの厨房器具、
　作業用台車整備
●施設通所送迎用自動車整備、
　介助補助用具整備  など

広域助成

皆様の寄付はこのようなところに助成しています

歳末たすけあい
●児童養護施設等入所児童、
　里親委託児童への
　就職・進学支度金
●生活困窮世帯への
　見舞金  など

災害等準備金とは

阪神淡路大震災を契機に、大規模災
害時に、被災地でのボランティア活
動を支援するために、募金額の3%
を限度に積み立てるもの。東日本大
震災や令和2年7月豪雨災害では都
道府県域を超えて拠出が行われまし
た。なお、積立てて3年が経過した場
合は、助成金に充てられます。

※災害義援金は被災者への見舞金として
集められ、自治体を通じて配分される
寄付金です。

2億4,484万円
令和4年度 募金目標額

※目標額は万円単位で四捨五入で記載。

皆様からの寄付金の使いみちは、次のように計画しています。

地域福祉を推進するために
1億3,251万円

3,365万円93０万円

社会福祉活動や在宅福祉サービ
ス事業等、地域福祉の推進を図
る市町の社会福祉協議会の活動
等に助成します。

民間社会福祉施設・
福祉団体の充実のために
2,393万円
県内の社会福祉施設の設備や授産
機器、送迎用車両の整備、福祉団
体の活動等に助成します。

災害支援活動の充実のために

災害時に支援・救護を行うボラ
ンティア団体・グループに対し、
活動経費の一部を適時に援助す
るため、準備金として積立てま
す。また、火災や風水害等による
被災世帯に見舞金を贈ります。

歳末たすけあいのために

市町単位で実施する「地域歳末た
すけあい」と「NHK歳末たすけあ
い」があり、生活困窮者などが安心
して新たな年を迎えることができる
よう支援します。

社会課題や地域課題の解決
のために（テーマ募金）
505万円
社会課題や地域課題の解決の
ためのテーマを特定した募金で
1月1日から3月31日まで募金活
動を行います。

共同募金運動推進
のために
4,040万円
募金活動を推進するための広報
費、資材費や管理経費に使います。

募金をするには

社会福祉法人

〒760-0066 高松市福岡町2丁目25番12号
TEL.087-823-2110　FAX.087-823-1151
E-mail:akaihane1@kagawaken-kyobo.or.jp

香川県共同募金会

「戸別募金」、「法人募金」、「街頭
募金」、「イベント募金」、「インタ
ーネット募金」など、いつでもど
こでも気軽にご協力いただけます。
募金の受付も年間を通じて行って
おり、金融機関からの振り込みや
直接持参いただくこともできます。

赤い羽根共同募金運動に
皆様のご協力を
お願いいたします。

運動期間
10月1日～3月31日

▲

募集期間：令和4年11月1日（火）～同年12月28日（水）
　　　　　　（実施事業年度は令和5年度）▲

助成対象：県内で活動するボランティア団体等で、多
　様な地域福祉ニーズに対応する活動事業費及び社会的
　孤立の解決や防止に関する事業費
（詳細は香川県共同募金会HPをご覧ください。）

ボランティア活動等の助成募集について

7 F u k u s h i  K a g a w a 6F u k u s h i  K a g a w a

5 F u k u s h i  K a g a w a 4F u k u s h i  K a g a w a

11 F u k u s h i  K a g a w a 10F u k u s h i  K a g a w a
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